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湘北大 ･電子 落 合 萌
先きの報告 1)では,.Siegert21)による maSterequationをキュムラントの手法により
書き換え,久保民ら3)の与えた, system sizeexpansionの助けを借 りてBoltzmann方程
式およびゆらぎの分散の満すべき運動方程式を求めた｡さらに,マ/レコフ過程の制限を
取 り除くことによって,drifttermのあるBoltzmann方捉式を導いた｡ここにおいてみら
れたように,ゆらぎゃ運動方撞式を論ずる際にキュムラントによる方法が,その物理的
意味を把握する上に有効な場合が多い.このとき,drifttermのあるBoltzmann方程式
を導くにあたっては,キュムラントの母関数を見付け出し.それの満す運動方程式を必-■
要とした｡これにより,BBGKY方程式に等価なキュムラントの満す方程式を導いたのだ
が,これを解 くにあたり,Bogoliubovの分布関数を借 りてきて,キュムラントとの対応
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